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「
末
法
の
本
門
観
心
」
の
視
座
か
ら
の
凡
夫
即
身
成
仏
論 

 松
戸
行
雄 

は
じ
め
に 

 

先
に
、
末
木
文
美
士
氏
の
「
世
俗
化
と
日
蓮
仏
教 

―
 

松
戸
行
雄
の

『
凡
夫
本
仏
論
』
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
シ
リ
ー
ズ
日
蓮 

第
五
巻 

現
代
世

界
と
日
蓮
』
の
第
Ｉ
部
「
近
代
教
学
と
日
蓮
思
想
」
に
所
収
）
と
題
す
る
論

文
に
対
し
、
誤
解
の
解
消
と
補
足
説
明
の
た
め
の
論
考
を
「
日
蓮
仏
教
の
現

代
的
再
構
成
の
た
め
に
」
と
題
し
て
『
法
華
仏
教
研
究 

第
２
１
号
』
（
２

０
１
５
年
１
０
月
刊
）
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
私
の
理
解
す
る
日
蓮

仏
法
は
、
個
人
の
自
立
と
自
己
責
任
を
標
榜
す
る
「
自
己
実
現
型
宗
教
実

践
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
こ
の
九
界
即
仏
界
の
凡
夫
本
仏
論
は
、
現

代
世
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
有
意
義
に
実
践
で
き
る
日
蓮
仏
法
の
再
構
成

を
目
指
し
て
い
る
。 

 

し
た
が
っ
て
、
私
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
日
蓮
仏
法
を
過
去
の
歴
史
の
中
で

扱
う
書
誌
学
や
文
献
学
並
び
に
思
想
史
学
の
貴
重
な
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら

も
、
ま
っ
た
く
正
反
対
の
現
在
と
未
来
の
在
り
方
を
探
る
哲
学
的
志
向
性
を

持
っ
て
い
る
。
日
蓮
の
思
考
は
様
々
な
教
判
レ
ベ
ル
を
使
用
し
て
重
層
的
に

構
成
さ
れ
て
お
り
、
用
語
も
多
義
性
を
帯
び
て
い
る
。
そ
こ
で
、
日
蓮
思
想

を
体
系
的
に
再
構
築
す
る
た
め
に
、
私
は
独
自
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
や
新
し
い
概

念
を
導
入
す
る
。 
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日
蓮
仏
法
で
は
仏
性
論
な
い
し
本
覚
思
想
が
そ
の
基
盤
に
あ
る
の
で
、
凡

夫
本
仏
論
は
仏
界
な
い
し
仏
性
を
薫
発
し
て
宿
命
転
換
や
所
願
満
足
の
人
生

を
目
指
す
実
践
を
擁
護
し
、
推
奨
す
る
。
こ
の
場
合
、
日
蓮
研
究
者
の
間
で

は
、
日
蓮
の
思
想
か
ら
真
蹟
の
現
存
し
な
い
遺
文
を
排
除
し
た
り
、
ま
た

「
無
作
三
身
」
等
の
中
古
天
台
系
本
覚
思
想
の
用
語
が
あ
れ
ば
偽
撰
視
さ
れ

て
し
ま
う
状
況
が
あ
る
。
し
か
し
幸
い
に
も
、
こ
う
し
た
要
素
が
日
蓮
思
想

に
存
在
す
る
こ
と
を
承
認
し
、
真
偽
未
決
の
遺
文
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
を

説
く
研
究
者
が
い
る
。
特
に
末
木
文
美
士
、
花
野
充
道
、
川
崎
弘
志
、
ま
た

犀
角
独
歩
を
含
む
四
氏
の
研
究
と
論
考
に
親
近
感
を
覚
え
る
と
共
に
、
心
情

的
に
何
度
も
救
わ
れ
る
想
い
を
し
て
き
て
い
る
。
中
で
も
、
花
野
充
道
氏
は

積
極
的
に
、
日
蓮
の
教
え
に
は
台
密
教
学
や
中
古
天
台
教
学
が
内
在
す
る
こ

と
、
し
た
が
っ
て
偽
書
扱
い
さ
れ
て
い
る
『
日
女
御
前
御
返
事
』
『
教
機
時

国
抄
』
『
諸
法
実
相
抄
』
『
如
説
修
行
抄
』
『
当
体
義
抄
』
『
立
正
観
抄
』

『
教
行
証
御
書
』
『
総
勘
文
抄
』
『
三
大
秘
法
抄
』
な
ど
の
教
義
上
重
要
な

御
書
群
を
真
蹟
と
認
め
る
立
場
を
取
る
。
氏
の
努
力
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い

る
。 

 

さ
て
今
回
、
川
崎
弘
志
氏
が
『
法
華
仏
教
研
究 

第
３
１
号
』
（
２
０
２

１
年
７
月
）
で
「
花
野
充
道
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
『
日
蓮
仏
教
と
そ
の
展

開
』
を
読
む
」
と
題
し
て
花
野
充
道
氏
の
著
書
の
内
容
紹
介
を
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
花
野
氏
自
身
の
論
考
で
あ
る
「
日
蓮
教
学
の
思
想
史
学
的
探
求
」

を
扱
い
、
私
へ
の
言
及
を
引
用
し
て
く
れ
て
い
る
（
２
３
４
）
。
花
野
氏
の

根
本
的
立
場
は
「
日
蓮
仏
教
は
唯
一
絶
対
の
仏
（
本
尊
）
を
信
仰
す
る
唱
題

の
宗
教
で
あ
る
」
（
花
野
３
頁
）
、
ま
た
第
十
二
章
の
表
題
に
も
表
現
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
「
日
蓮
の
本
尊
は
法
仏
一
体
の
大
曼
荼
羅
で
あ
る
」
（
花
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野
１
３
４
頁
）
と
言
え
よ
う
。
こ
の
「
本
仏=

本
尊
」
論
と
の
関
係
で
、
花

野
氏
の
立
場
か
ら
外
れ
る
研
究
者
の
一
例
と
し
て
、
脚
注
（
６
６
）
で
次
の

よ
う
な
文
脈
で
私
の
凡
夫
本
仏
論
を
挙
げ
て
い
る
。 

法
勝
人
劣
の
法
本
尊
論
者
は
、
宮
田
幸
一
氏
の
よ
う
に
理
法
根
本
と

な
っ
た
り
、
日
蓮
正
宗
正
信
会
（
宗
教
法
人
派
）
の
よ
う
に
己
心
本

尊
と
な
っ
た
り
す
る
傾
向
が
あ
る
。
松
戸
行
雄
氏
の
凡
夫
本
仏
論
に

し
て
も
法
先
仏
後
の
理
法
根
本
を
論
理
的
な
基
盤
と
し
て
い
る
か
ら
、

日
蓮
正
宗
か
ら
独
立
し
た
教
団
に
縁
す
る
学
者
は
、
中
古
天
台
的
な

理
法
を
根
本
と
し
た
観
心
主
義
に
向
か
う
嫌
い
が
あ
る
。
（
花
野
２

６
１
頁
） 

 

こ
の
私
の
凡
夫
本
仏
論
が
「
法
先
仏
後
の
理
法
根
本
を
論
理
的
な
基
盤
と

し
て
い
る
」
と
か
「
中
古
天
台
的
な
理
法
を
根
本
と
し
た
観
心
主
義
に
向
か

う
嫌
い
が
あ
る
」
と
い
う
花
野
氏
の
評
価
は
、
そ
の
根
拠
が
不
明
な
こ
と
も

あ
っ
て
、
私
に
は
そ
の
意
味
が
よ
く
理
解
で
き
な
い
。
私
自
身
は
１
９
９
０

年
代
初
頭
か
ら
九
界
即
仏
界
の
凡
夫
本
仏
論
を
展
開
し
て
き
た
が
、
近
著
の

『
凡
夫
即
身
成
仏
論 

日
蓮
仏
法
２•

０
』
（
２
０
１
８
年
刊
）
で
一
つ
の

体
系
化
で
完
結
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
花
野
氏
は
ま
だ
こ
の
書
を
参
照
し
て

い
な
い
と
見
受
け
る
の
で
、
以
下
、
こ
の
書
を
下
敷
き
に
し
な
が
ら
、
花
野

氏
の
誤
解
を
解
消
す
る
と
共
に
、
氏
の
「
本
仏=

本
尊
」
論
の
問
題
点
を
指

摘
し
た
い
。 

 

本
稿
で
は
最
重
要
の
問
題
だ
け
に
焦
点
を
絞
る
と
共
に
、
簡
素
化
の
た
め

に
原
則
的
に
こ
の
ニ
書
だ
け
を
参
照
す
る
。
引
用
は
そ
れ
ぞ
れ
（
松
戸

X
X

X

頁
）
と
（
花
野X

X
X

頁
）
と
記
す
。
ま
た
論
点
を
明
確
に
す
る
た
め

に
、
多
少
挑
発
的
な
表
現
を
使
用
す
る
が
、
そ
れ
は
花
野
氏
と
共
に
日
蓮
仏
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法
理
解
の
新
た
な
地
平
を
開
く
こ
と
を
願
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
ご
了
承
願

い
た
い
。 

 

一
、
日
蓮
仏
法
は
唯
一
絶
対
の
仏
を
信
仰
す
る
の
か
？ 

 

花
野
氏
は
冒
頭
か
ら
、
日
蓮
教
学
の
根
本
問
題
が
本
仏
論
と
本
尊
論
で
あ

る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
解
明
の
た
め
に
は
智
顗
教
学
と
の
明
確
な
相
違
、
つ

ま
り
「
台
当
違
目
」
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
そ
の
相

違
は
、
天
台
の
己
心
を
観
じ
て
空
を
証
得
す
る
「
理
」
の
仏
教
に
対
し
、
日

蓮
の
仏
教
は
「
事
」
の
仏
教
で
、
本
仏=
本
尊
と
い
う
実
体
を
立
て
、
そ
れ

を
拝
ん
で
唱
題
す
れ
ば
即
身
成
仏
す
る
（
救
わ
れ
る
）
と
説
く
（
花
野
２
頁

参
照
）
。 

 

し
か
も
、
そ
の
本
尊
が
「
唯
一
絶
対
の
仏
」
で
、
そ
れ
を
信
仰
す
る
唱
題

の
宗
教
な
の
で
、
キ
リ
ス
ト
教
に
近
い
「
唯
一
絶
対
の
実
体
論
」
の
要
素
を

含
ん
で
い
る
と
い
う
奇
妙
な
結
論
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
種
の
主
張
は

「
唯
一
絶
対
の
本
仏=

本
尊
を
信
仰
す
る
の
で
、
瞑
想
を
修
し
て
悟
り
の
証

得
を
目
指
す
本
来
の
仏
教
よ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
や
イ
ス
ラ
ム
教
の
唯
一
絶
対

神
信
仰
に
近
い
と
考
え
て
い
る
」
（
注
３
５
，
花
野
２
５
４
参
照
）
と
、
再

度
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
絶
対
神
の
様
に
久
遠
本
仏
を
本
尊
と
し
て
拝
し
、
信
じ
て
唱
題

す
る
こ
と
で
私
た
ち
の
即
身
成
仏
が
可
能
な
の
か
？
ま
た
、
近
似
し
た
キ
リ

ス
ト
教
信
仰
で
も
即
身
成
仏
が
可
能
な
の
か
？
つ
ま
り
、
原
罪
か
ら
救
済
さ

れ
る
と
い
う
意
味
な
の
で
あ
ろ
う
か
？
そ
う
し
た
教
義
上
の
疑
問
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
私
の
様
に
キ
リ
ス
ト
教
文
化
圏
で
ず
っ
と
同
心
の
友
と
日
蓮
仏
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法
を
実
践
し
て
き
た
人
間
に
と
っ
て
、
こ
の
花
野
氏
の
主
張
に
は
大
き
な
疑

問
符
を
付
け
ざ
る
を
え
な
い
。 

 

こ
の
私
の
懸
念
の
背
景
は
、
先
に
『
法
華
仏
教
研
究 

第
２
２
号
』
（
２

０
１
６
年
５
月
刊
）
で
発
表
し
た
「
ド
イ
ツ
人
仏
教
徒
の
自
己
理
解
に
つ
い

て
」
と
題
す
る
論
考
で
明
ら
か
に
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
私
自
身
が
２
０
１
４

年
夏
に
ド
イ
ツ
仏
教
連
盟
（
Ｄ
Ｂ
Ｕ
）
の
会
員
に
対
し
て
「
仏
教
徒
に
な
っ

た
経
緯
と
動
機
」
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
基
に
し
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
「
仏
教
に
何
を
求
め
た
の
か
」
と
い
う
問
い
の
中
で
、
過
半
数
が
「
超

越
的
神
を
想
定
せ
ず
、
教
条
主
義
的
や
排
他
的
で
な
く
」
、
特
に
「
自
己
責

任
倫
理
と
前
向
き
な
人
生
観
」
に
仏
教
の
魅
力
を
見
て
い
る
（
同
１
６
５
頁

参
照
）
。
そ
の
他
の
要
因
を
考
慮
し
て
も
、
ド
イ
ツ
人
が
仏
教
に
関
心
を
示

し
、
自
ら
も
実
践
す
る
動
機
に
は
、
教
会
そ
の
も
の
の
構
造
的
体
質
の
問
題

も
あ
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
そ
の
も
の
へ
の
懐
疑
が
重
要
な
意
味
を
持
っ

て
い
る
。 

 

唯
一
絶
対
神
を
信
仰
の
対
象
と
す
る
場
合
、
イ
ス
ラ
ム
教
も
そ
う
だ
が
、

教
条
主
義
的
な
傾
向
は
強
く
、
そ
れ
が
原
理
主
義
的
に
な
れ
ば
信
者
・
不
信

者
の
排
他
的
差
別
と
敵
対
関
係
に
ま
で
及
ぶ
。
神
や
ア
ラ
ー
の
名
に
お
い
て

不
信
者
の
殺
戮
を
意
図
す
る
テ
ロ
行
為
も
正
当
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た

教
義
の
政
治
・
社
会
へ
の
帰
結
を
考
慮
す
る
と
、
花
野
氏
が
日
蓮
仏
法
を
一

神
教
の
信
仰
に
近
似
さ
せ
る
意
図
に
大
い
な
る
疑
問
を
持
つ
。
ま
た
、
そ
の

よ
う
な
一
神
教
的
に
理
解
さ
れ
る
日
蓮
仏
法
は
海
外
で
受
容
さ
れ
る
こ
と
は

決
し
て
な
い
。
世
界
広
宣
流
布
の
流
れ
の
自
滅
行
為
と
な
る
。 
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二
、
台
当
違
目
の
判
断
基
準
で
充
分
な
の
か
？ 

 

日
蓮
仏
法
理
解
と
し
て
は
か
な
り
異
質
で
危
険
な
こ
の
解
釈
は
、
花
野
氏

が
台
当
違
目
の
判
断
基
準
だ
け
を
重
要
視
し
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
こ

れ
は
氏
が
本
迹
相
対
ま
で
を
受
け
入
れ
、
そ
の
上
の
種
脱
相
対
な
い
し
教
観

相
対
を
認
め
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
こ
の
教
判
の
問
題
を
明
ら
か
に

し
よ
う
。 

 

花
野
氏
は
、
日
蓮
は
四
重
興
廃
判
を
知
っ
て
い
た
と
し
な
が
ら
も
、
本
門

ま
で
の
教
相
だ
け
を
容
認
す
る
。 

日
蓮
の
教
判
は
、
あ
く
ま
で
「
教
相
」
の
次
元
に
お
け
る
「
法
華
経

最
勝
思
想=

権
実
相
対
」
と
「
本
門
最
勝
思
想=

本
迹
相
対
」
ま
で
で

あ
り
、
中
古
天
台
の
よ
う
に
、
「
観
心
の
絶
対
平
等
思
想
」
を
「
教

相
の
相
対
勝
劣
思
想
」
よ
り
す
ぐ
れ
た
も
の
と
す
る
教
観
相
対
判
は

採
用
し
て
い
な
い
。
（
花
野
７
頁
） 

 

こ
れ
も
奇
妙
な
論
理
だ
が
、
問
題
は
花
野
氏
が
「
観
心
」
と
い
う
用
語
な

い
し
そ
の
解
釈
レ
ベ
ル
を
中
古
天
台
の
立
場
と
同
一
視
し
て
い
る
こ
と
だ
。 

 

同
じ
様
に
、
花
野
氏
は
注
５
５
で
中
古
天
台
の
四
重
興
廃
思
想
が
日
蓮
以

前
の
成
立
で
あ
る
と
見
な
す
の
で
、
日
蓮
に
は
「
四
重
興
廃
判
」
が
あ
る
。

し
か
し
、
日
蓮
の
宗
旨
は
本
門
の
三
大
秘
法
で
あ
る
か
ら
中
古
天
台
の
四
重

興
廃
と
は
同
一
視
で
き
な
い
と
い
う
見
解
に
与
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

日
蓮
が
『
観
心
本
尊
抄
』
で
「
本
門
と
観
心
」
（
七
〇
八
）
の
浅
深
に
言
及

し
て
い
て
も
、
花
野
氏
は
そ
こ
に
区
別
を
設
け
た
が
ら
な
い
。 

私
は
日
蓮
の
場
合
は
「
爾
前→

迹
門→

本
門=

観
心
」
で
あ
る
が
、
本

門
ま
で
は
教
相
で
あ
り
、
成
仏
は
観
心
の
行
に
よ
っ
て
成
就
さ
れ
る
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か
ら
、
本
門
の
観
心
で
あ
る
事
の
一
念
三
千=

南
無
妙
法
蓮
華
経
の
行

に
よ
っ
て
即
身
成
仏
が
成
就
さ
れ
る
、
と
い
う
教
義
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
（
花
野
２
５
７
頁
） 

 

私
自
身
は
ま
さ
に
「
本
門
の
観
心
で
あ
る
事
の
一
念
三
千=

南
無
妙
法
蓮

華
経
の
行
に
よ
っ
て
即
身
成
仏
が
成
就
さ
れ
る
」
と
理
解
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
花
野
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
本
門
は
教
相
で
、
具
体
的
に
成
仏
の
修

行
は
「
観
心
の
行
」
、
つ
ま
り
唱
題
行
だ
。
こ
れ
も
不
思
議
な
こ
と
だ
が
、

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
花
野
氏
は
「
本
門=

観
心
」
と
い
う
解
釈
に
固
執

す
る
の
だ
ろ
う
か
？ 

 

次
の
教
観
一
致
に
関
わ
る
一
節
が
こ
の
疑
問
を
解
く
一
助
に
な
ろ
う
。 

日
蓮
は
（
中
略
）
中
古
天
台
で
説
か
れ
る
教
観
相
対
判
は
採
用
し
な

か
っ
た
。
（
中
略
）
智
顗
も
教
観
一
致
で
あ
る
。
日
蓮
の
場
合
も
、

教
相
の
本
迹
相
対
の
上
に
本
門
の
事
の
一
念
三
千
の
行
（
唱
題
）
を

立
て
る
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
教
観
一
致
で
あ
る
と
言
っ
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
日
蓮
の
場
合
は
、
そ
の
教
観
一
致
を
突
き
詰
め

て
い
け
ば
、
下
種
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
教
法
と
、
事
の
一
念
三
千

の
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
行
法
の
一
致
に
極
ま
る
か
ら
、
そ
の
教
観
一

致
を
五
重
の
相
対
で
説
明
す
る
大
石
寺
の
日
寛
教
学
が
成
立
す
る
こ

と
に
な
る
。
（
花
野
９
５
頁
） 

 

前
半
部
の
「
教
相
の
本
迹
相
対
の
上
に
本
門
の
事
の
一
念
三
千
の
行
（
唱

題
）
を
立
て
る
」
と
は
、
ど
う
い
う
意
味
だ
ろ
う
？
経
典
の
教
相
と
唱
題
行

は
ま
っ
た
く
別
の
次
元
の
話
で
は
な
い
の
か
？
つ
ま
り
、
「
本
迹
相
対
の
上

に
」
で
は
な
く
、
「
本
門
の
上
に
」
あ
る
い
は
も
っ
と
正
し
く
は
「
一
念
三

千
の
法
門
は
但
法
華
経
の
本
門
寿
量
品
の
文
の
底
に
し
づ
め
た
り
」
（
『
開
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目
抄
』
」
で
は
な
い
の
か
？
こ
れ
は
花
野
氏
自
身
が
十
分
承
知
し
て
い
る
こ

と
だ
が
、
法
華
経
の
教
相
か
ら
は
「
マ
ン
ダ
ラ
に
マ
ン
ト
ラ
を
唱
え
る
と
い

う
密
教
系
の
行
」
は
決
し
て
出
て
こ
な
い
か
ら
だ
。 

 

後
半
部
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
に
関
わ
る
「
下
種
の
教
法
と
事
の
一
念
三
千

の
行
」
も
、
教
と
行
は
別
の
レ
ベ
ル
の
話
で
は
な
い
の
か
？ 

三
、
種
脱
相
対
は
危
険
思
想
な
の
か
？ 

 

こ
れ
も
不
思
議
な
こ
と
だ
が
、
花
野
氏
は
原
則
的
に
本
迹
相
対
の
上
に
も

う
一
つ
別
の
種
脱
相
対
の
教
判
を
認
め
て
い
る
。
そ
れ
は
「
在
世
の
本
門
」

と
「
末
法
の
初
め
」
と
い
う
時
の
違
い
に
よ
る
教
判
に
関
わ
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
花
野
氏
は
次
の
二
つ
の
遺
文
を
引
用
し
て
い
る
。 

在
世
の
本
門
と
末
法
の
初
め
は
一
同
に
純
円
な
り
。
但
し
彼
は
脱
、

此
れ
は
種
な
り
。
彼
は
一
品
二
半
、
此
れ
は
但
だ
題
目
の
五
字
な
り
。

（
『
観
心
本
尊
抄
』
七
一
五
） 

今
、
末
法
に
入
り
ぬ
れ
ば
余
経
も
法
華
経
も
せ
ん
な
し
。
（
『
上
野

殿
御
返
事
』
一
四
九
二
） 

 

そ
の
上
で
、
智
顗
の
統
合
的
な
仏
教
観
と
異
な
る
日
蓮
の
浅
深
勝
劣
を
選

択
し
て
い
く
教
判
を
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。 

と
こ
ろ
が
日
蓮
教
学
は
、
（
中
略
）
迹
門
の
一
念
三
千
を
捨
て
て
本

門
の
一
念
三
千
を
選
択
し
、
脱
益
の
一
品
二
半
を
捨
て
て
下
種
の
南

無
妙
法
蓮
華
経
を
選
択
す
る
の
が
そ
の
教
判
で
あ
る
。
日
蓮
の
選
択

思
想
は
後
に
体
系
化
さ
れ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
五
重
相
対
」
の
教
判
と

し
て
確
立
さ
れ
て
い
く
。
（
花
野
４
７
頁
） 
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つ
ま
り
、
花
野
氏
は
日
蓮
の
教
判
と
し
て
本
迹
勝
劣
の
上
に
「
下
種
と
脱

益
の
勝
劣
」
を
説
く
種
脱
相
対
が
あ
る
こ
と
、
し
か
も
そ
の
下
種
と
は
「
上

行
菩
薩
所
伝
の
下
種
の
題
目
」
（
花
野
５
０
頁
）
で
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り

認
識
し
て
い
る
。 

ち
な
み
に
、
花
野
氏
は
こ
の
日
寛
教
学
で
説
か
れ
る
五
重
相
対
が
日
蓮

正
宗
と
創
価
学
会
の
独
善
性
・
排
他
性
の
根
源
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
る

（
花
野
５
６
頁
）
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
排
他
的
教
条
主
義
の
根
源
は
「
唯

一
絶
対
の
崇
拝
対
象
で
あ
る
大
御
本
尊
へ
の
信
仰
」
と
「
本
門
の
釈
尊
よ
り

も
根
源
的
な
本
仏
を
日
蓮
と
し
て
崇
拝
す
る
日
蓮
久
遠
本
仏
論
」
の
教
義
で

あ
り
、
私
は
そ
の
誤
謬
を
９
０
年
代
初
頭
か
ら
一
貫
し
て
批
判
し
て
き
て
い

る
。 そ

う
し
た
異
質
で
偏
っ
た
日
蓮
仏
法
解
釈
の
上
に
、
さ
ら
に
世
俗
的
な

権
威
を
正
当
化
す
る
邪
義
ま
で
生
ま
れ
、
実
践
さ
れ
て
き
た
。
法
主
に
信
服

随
従
を
要
求
す
る
「
日
顕
本
仏
論
」
と
師
弟
不
二
を
絶
対
視
す
る
「
池
田
本

仏
論
」
だ
。
花
野
氏
は
、
日
寛
教
学
に
は
「
こ
の
よ
う
な
危
険
な
論
理
が
凡

夫
本
仏
論
か
ら
転
化
さ
れ
る
形
で
内
包
さ
れ
て
い
る
」
、
方
や
「
本
仏
を
法

華
経
の
本
門
寿
量
品
の
久
遠
釈
尊
に
限
定
す
る
他
の
日
蓮
門
下
の
教
学
で
は
、

こ
の
よ
う
な
論
理
の
抗
争
は
決
し
て
起
こ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
る

（
花
野
２
５
２
頁
参
照
）
。
し
か
し
、
そ
れ
は
違
う
。
凡
夫
本
仏
論
自
体
は
、

本
質
的
に
成
仏
が
万
人
に
開
か
れ
て
い
る
こ
と
を
主
張
す
る
思
想
で
あ
っ
て
、

特
定
の
個
人
を
特
別
扱
い
し
な
い
。
貫
主
や
会
長
を
神
聖
化
な
い
し
、
個
人

崇
拝
の
対
象
に
仕
立
て
上
げ
る
の
は
、
中
央
集
権
的
権
威
主
義
の
体
制
を
構

築
し
た
が
る
組
織
の
論
理
だ
。
こ
の
教
団
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
凡
夫
本
仏
論
で

は
な
く
、
日
蓮
本
仏
論
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
釈
尊
も
「
唯
一
絶
対
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の
本
仏=

本
尊
」
と
し
て
神
格
化
さ
れ
る
場
合
に
は
、
創
造
神
と
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
の
地
上
に
お
け
る
代
理
人
と
し
て
崇
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
法
主
を

そ
の
代
理
人
と
し
て
君
臨
さ
せ
る
制
度
を
構
築
さ
せ
る
理
論
的
可
能
性
は
充

分
あ
る
。 

日
寛
教
学
の
組
織
的
悪
用
に
つ
い
て
は
、
立
場
は
違
う
が
、
私
も
花
野

氏
と
似
た
よ
う
な
体
験
と
観
察
を
し
て
き
て
い
る
の
で
、
氏
の
危
惧
は
理
解

で
き
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
は
『
開
目
抄
』
の
「
一
念
三
千
の
法
門
は

但
法
華
経
の
本
門
寿
量
品
の
文
の
底
に
し
づ
め
た
り
」
と
い
う
文
意
を
素
直

に
受
け
て
お
り
、
日
寛
教
学
に
お
け
る
「
文
上
と
文
底
」
の
区
別
を
継
承
し

て
い
る
。 

四
、
本
門
で
教
観
一
致
は
成
立
す
る
の
か
？ 

 

こ
こ
で
、
日
蓮
が
本
迹
相
対
の
上
に
具
体
的
に
「
教
相
と
観
心
」
の
区
別

を
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
た
い
。
花
野
氏
が
こ
の
関
係
に
つ
い
て
次

の
『
観
心
本
尊
抄
』
の
一
節
を
引
用
し
て
い
る
。 

[

本
門
の] 

教
主
を
論
ず
れ
ば
始
成
正
覚
の
釈
尊
に
非
ず
。
所
説
の
法
門

も
亦
天
地
の
如
し
。
十
界
久
遠
の
上
に
国
土
世
間
既
に
顕
わ
れ
、
一

念
三
千
殆
ん
ど
竹
膜
を
隔
つ
。
（
七
一
四
） 

「
迹
門
の
始
成
正
覚
の
釈
尊
」
と
「
本
門
の
久
遠
実
成
の
釈
尊
」
の
相
違
は

教
相
上
の
相
違
で
あ
る
が
、
そ
の
所
説
の
一
念
三
千
も
、
一
応
は
「
理
」
と

「
事
」
の
区
別
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
だ
。
上
述
の
ご
と
く
、

花
野
氏
も
「
本
門
の
観
心
で
あ
る
事
の
一
念
三
千=

南
無
妙
法
蓮
華
経
の
行

に
よ
っ
て
即
身
成
仏
が
成
就
さ
れ
る
」
と
理
解
し
て
い
る
。
さ
て
、
花
野
氏

は
先
の
引
用
箇
所
の
「
殆
隔
竹
膜
」
を
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。 
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そ
の
本
門
に
説
か
れ
る
一
念
三
千
の
法
門
も
、
迹
門
に
説
か
れ
る
一

念
三
千
（
実
質
は
「
百
界
千
如
」
）
の
法
門
と
比
べ
て
天
地
の
違
い

が
あ
る
。
（
中
略
）
「
本
門
に
説
か
れ
る
一
念
三
千
」
と
「
ま
こ
と

の
一
念
三
千
（
観
心
）
」
と
の
関
係
は
「
竹
膜
を
隔
つ
」
程
度
の
相

違
で
し
か
な
い
（
中
略
）→

膜
の
表
（
文
上
）
が
本
門
の
教
主
の

「
教
」
、
膜
の
裏
（
文
底
）
が
一
念
三
千
の
「
観
」
で
あ
る
か
ら
、

同
じ
本
門
寿
量
品
の
教
と
観
に
す
ぎ
な
い
。
（
花
野
１
３
３
頁
） 

 

こ
こ
で
再
度
ま
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
が
、
迹
門
で
も
本
門
で
も
法
華
経

の
教
相
上
は
一
念
三
千
と
い
う
体
系
化
さ
れ
た
哲
理
は
説
か
れ
て
い
な
い
。

こ
の
哲
理
は
天
台
の
観
心
釈
の
は
ず
だ
。
そ
れ
を
日
蓮
が
『
観
心
本
尊
抄
』

で
扱
う
の
は
、
「
末
法
で
建
立
す
る
観
心
の
本
尊
」
の
理
論
的
根
拠
を
提
示

す
る
た
め
だ
。 

 

こ
の
当
該
箇
所
で
は
、
最
初
に
本
迹
相
対
の
レ
ベ
ル
で
、
始
成
正
覚
の
仏

と
久
遠
実
成
の
仏
並
び
に
そ
れ
に
関
す
る
法
門
に
は
天
地
の
差
が
あ
る
と
す

る
。
し
か
し
、
一
念
三
千
に
つ
い
て
語
る
場
合
に
は
、
天
台
の
迹
門
の
観
心

釈
と
日
蓮
の
本
門
の
観
心
釈
を
対
比
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
差

は
竹
膜
を
隔
つ
程
度
だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
か
？ 

 

つ
ま
り
、 

花
野
氏
は
本
来
な
ら
「
迹
門
の
理
具
の
一
念
三
千
」
と
「
本

門
久
遠
の
上
の
事
の
一
念
三
千
」
と
の
関
係
の
違
い
で
あ
る
も
の
を
「
本
門

寿
量
品
の
教
・
教
門
の
久
遠
実
成
と
本
門
寿
量
品
の
観
・
観
門
の
一
念
三
千

の
関
係
は
竹
膜
の
表
裏
の
違
い
に
す
ぎ
な
い
」
（
花
野
１
３
２
頁
並
び
に
１

３
３
頁
参
照
）
と
読
み
込
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
「
本
門
に
説
か
れ
る
一
念

三
千
（
教
相
）
」
と
「
ま
こ
と
の
一
念
三
千
（
観
心
）
」
と
の
関
係
、
さ
ら

に
「
膜
の
表
（
文
上
）
は
本
門
の
教
主
の
教
」
で
「
膜
の
裏
（
文
底
）
が
一
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念
三
千
の
観
」
で
あ
る
と
し
て
、
本
門
寿
量
品
に
お
け
る
「
教
観
一
致
」
に

導
い
て
い
る
の
だ
。 

 

こ
の
花
野
氏
の
論
法
の
問
題
点
は
、
本
来
な
ら
本
迹
相
対
上
で
の
一
念
三

千
に
関
わ
る
記
述
を
、
本
門
上
の
教
観
の
次
元
に
読
み
込
ん
で
い
る
こ
と
に

あ
る
。
花
野
氏
の
解
釈
は
全
体
と
し
て
正
当
だ
と
思
う
の
だ
が
、
本
迹
相
対

の
上
に
さ
ら
に
種
脱
な
り
教
観
の
相
対
を
認
め
た
く
な
い
が
故
に
、
本
迹
相

対
の
中
に
無
理
に
教
観
相
対
を
読
み
込
ん
で
い
る
と
い
う
矛
盾
が
あ
る
。 

五
、
観
心
の
本
尊
は
本
門
の
本
尊
と
同
じ
な
の
か
？ 

 

無
作
三
身
の
用
語
が
あ
れ
ば
偽
書
扱
い
さ
れ
る
傾
向
に
対
し
、
花
野
氏
は

『
観
心
本
尊
抄
』
の
「
無
始
の
古
仏
」
に
言
及
し
た
後
、
次
の
よ
う
に
述
べ

る
。 

妙
覚
の
釈
尊
は
我
等
が
血
肉
な
り
、
因
果
の
功
徳
は
骨
髄
に
非
ず

や
。
（
七
一
一
） 

と
説
か
れ
て
い
て
、
そ
の
よ
う
な
表
現
は
中
古
天
台
の
「
当
位
即
妙
、

不
改
本
有
」
の
凡
夫
身
成
仏
論
と
何
ら
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
た

だ
そ
の
前
の
文
に
、 

釈
尊
の
因
行
果
徳
の
二
法
は
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
に
具
足
す
。
我

等
此
の
五
字
を
受
持
す
れ
ば
・
・
・ 

と
い
う
前
提
が
つ
い
て
い
る
か
ら
、
要
す
る
に
妙
法
受
持
を
前
提
と

し
た
「
妙
字
即
凡
夫
の
即
身
成
仏
論
」
で
あ
る
、
と
言
っ
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。
（
花
野
２
４
０
頁
） 
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こ
の
よ
う
に
花
野
氏
は
、
不
本
意
か
も
知
れ
な
い
が
、
日
蓮
仏
法
に
は
私

の
提
唱
す
る
「
凡
夫
即
身
成
仏
論
」
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
く
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
論
理
を
固
め
る
に
は
同
じ
個
所
の
次
の
文
も
重
要
で
あ
る
。 

我
等
が
己
心
の
釈
尊
は
五
百
塵
点
乃
至
所
顕
の
三
身
に
し
て
無
始
の

古
仏
な
り
。
（
七
一
一
） 

 

つ
ま
り
、
こ
れ
が
久
遠
実
成
の
釈
尊
を
観
心
釈
で
表
現
し
た
も
の
だ
。
無

始
の
古
仏
と
は
先
の
「
十
界
久
遠
の
上
に
国
土
世
間
既
に
顕
わ
れ
」
、
さ
ら

に
「
本
覚
本
有
の
十
界
互
具
」
（
『
十
法
界
事
』
一
四
一
）
と
も
表
現
さ
れ

る
普
遍
的
な
仏
性
が
遍
満
す
る
一
念
三
千
の
世
界
だ
。
し
た
が
っ
て
、
花
野

氏
の
主
張
す
る
「
本
門
の
本
尊=

観
心
の
本
尊
」
と
同
一
視
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
。
本
門
の
本
尊
は
久
遠
実
成
の
釈
尊
だ
が
、
観
心
の
本
尊
は
久
遠
実
成

を
無
始
常
住
・
久
遠
の
一
念
三
千
と
し
て
顕
し
て
い
る
曼
荼
羅
本
尊
だ
と
い

う
相
違
が
あ
る
。 

 

こ
の
問
題
点
は
、
『
報
恩
抄
』
で
説
か
れ
る
「
久
遠
実
成
の
釈
尊=

本
門

の
本
尊
」
と
『
観
心
本
尊
抄
』
で
説
か
れ
る
「
事
の
一
念
三
千
を
顕
す
観
心

の
本
尊=

日
蓮
が
図
顕
し
た
大
曼
荼
羅
」
で
あ
る
と
見
な
す
花
野
氏
の
結
論

（
花
野
１
３
４
頁
）
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
私
自
身
も
、
部
分
的
に

で
は
あ
る
が
、
こ
の
結
論
に
至
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
曼
荼
羅
本
尊
は
飽
く

ま
で
観
心
釈
の
上
で
構
築
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
重
層
構
造
の
一
つ
に
久
遠
実

成
の
レ
ベ
ル
も
含
ま
れ
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
教
観
一
致
で

は
な
く
、
教
を
踏
ま
え
て
観
が
あ
り
、
そ
の
上
で
の
事
行
の
唱
題
行
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
、
唱
題
行
で
即
身
成
仏
す
る
の
は
日
蓮
の
弟
子
旦
那
と
現
在
の
私

た
ち
な
の
だ
。
そ
の
た
め
の
曼
荼
羅
本
尊
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
蓮
自

身
が
「
在
世
の
本
門
の
脱
益
と
末
法
の
始
の
下
種
益
」
（
『
観
心
本
尊
抄
』
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七
一
五
参
照
）
を
明
確
に
区
別
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
在
世
の
本
門
」
（
教

相
・
文
上
）
と
「
末
法
の
本
門
」
（
観
心
・
文
底
）
と
の
区
別
が
決
定
的
に

重
要
な
の
で
あ
る
。 

六
、
法
先
仏
後
は
人
法
一
如
に
矛
盾
す
る
の
か
？ 

末
法
と
い
う
契
機
に
上
行
菩
薩
が
出
現
し
て
十
界
互
具
・
一
念
三
千
の

曼
荼
羅
本
尊
を
建
立
す
る
と
い
う
想
定
の
前
で
は
、
花
野
氏
の
主
張
す
る

「
観
心
の
本
尊=

本
門
の
本
尊
」
並
び
に
「
法
仏
一
体
」
と
い
う
論
理
は
破

綻
す
る
。 

こ
の
関
連
で
、
ま
ず
『
観
心
本
尊
抄
』
の
「
此
時
地
涌
千
界
出
現 

本

門
釈
尊
為
脇
士 

一
閻
浮
提
第
一
本
尊
可
立
此
国
」
（
七
二
〇
）
の
文
を
花

野
氏
が
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
か
、
検
討
し
よ
う
。 

 

こ
の
文
に
つ
い
て
は
、
文
法
的
に
も
思
想
的
に
も
氏
の
読
み
方
に
賛
同
す

る
。
つ
ま
り
、
「
上
行
菩
薩
が
出
現
し
て
、
本
門
の
釈
尊
を
脇
士
と
す
る
曼

荼
羅
本
尊
を
こ
の
国
に
建
立
す
る
」
（
花
野
１
３
６
頁
）
と
い
う
読
み
方
で

あ
る
。
こ
れ
は
花
野
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
一
尊
四
士
の
本
尊
を
説
い
て

い
る
証
文
に
も
な
ら
な
い
し
、
釈
迦
像
を
本
尊
と
す
る
教
義
を
正
当
化
す
る

も
の
で
も
な
い
。
同
じ
こ
と
は
次
の
文
に
つ
い
て
も
言
え
る
。 

天
台
・
伝
教
は
之
を
宣
べ
て
、
本
門
の
本
尊
と
四
菩
薩
と
戒
壇
と
南

無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
、
之
れ
を
残
し
た
ま
ふ
。
（
中
略
）
今
既
に

時
来
た
れ
り
。
四
菩
薩
出
現
し
た
ま
は
ん
か
。
日
蓮
此
の
事
先
ず
之

れ
を
知
り
ぬ
。
（
『
法
華
行
者
値
難
事
』
（
七
九
八
） 

 

日
蓮
が
「
末
法
」
と
の
関
連
で
教
義
を
展
開
す
る
場
合
、
法
華
経
の
教
相

を
離
れ
た
観
心
の
レ
ベ
ル
で
私
た
ち
の
た
め
の
修
行
方
法
に
つ
い
て
語
っ
て
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い
る
。
そ
れ
が
末
法
で
修
行
す
べ
き
下
種
仏
法
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
私
た
ち

は
仏
を
拝
む
の
で
は
な
く
、
自
ら
が
因
果
俱
時
の
妙
法
を
修
行
し
て
即
身
成

仏
す
る
と
い
う
実
践
形
態
を
と
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
花
野
氏
も
法
が

能
生
の
機
能
を
持
つ
こ
と
を
認
め
て
い
る
。 

釈
迦
も
含
め
て
三
世
十
方
の
諸
仏
は
、
悉
く
実
相
の
妙
理
を
観
じ
、

実
相
の
妙
理
を
鉦
得
し
て
仏
に
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
仏
教
は
キ

リ
ス
ト
教
と
異
な
り
「
法
先
仏
後
」
が
基
本
で
あ
る
。
（
中
略
）

「
法
」
が
能
生
、
「
仏
」
が
所
生
で
あ
る
。
（
花
野
１
４
８
頁
） 

 

た
だ
し
、
末
法
の
修
行
形
態
と
し
て
確
立
さ
れ
た
凡
夫
即
身
成
仏
の
た
め

の
「
曼
荼
羅
本
尊
へ
の
唱
題
行
」
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
久
遠
実
成
の
釈
尊

は
「
実
相
の
妙
理
を
鉦
得
し
て
仏
に
な
っ
た
」
の
で
は
な
い
。
「
唱
題
行
に

よ
っ
て
十
界
互
具
・
一
念
三
千
の
即
身
成
仏
を
示
し
て
い
る
」
と
読
み
直
さ

れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。 

七
、
事
行
が
人
法
一
如
を
実
現
す
る
の
で
は
な
い
の
か
？ 

 

先
の
引
用
箇
所
で
、
花
野
氏
は
続
け
て
観
心
の
本
尊
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
語
る
。 

実
相
の
妙
理=

一
念
三
千
の
理
法
を
観
ず
る
「
観
心
の
本
尊
」
は
「
南

無
妙
法
蓮
華
経
を
中
尊
と
す
る
法
華
経
の
大
曼
荼
羅
（
法
本
尊
）
」

で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
（
同
上
） 

 

た
だ
し
、
日
蓮
の
場
合
、
法
先
仏
後
の
原
理
に
お
け
る
法
は
抽
象
的
な
原

理
だ
け
を
意
味
し
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
日
蓮
が
頻
繁
に
「
五
字
七
字
の
妙

法
蓮
華
経
な
い
し
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
に
つ
い
て
語
る
の
で
あ
る
が
、
両
者

を
厳
密
に
区
別
し
て
使
い
分
け
な
い
で
語
る
姿
勢
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
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つ
ま
り
、
「
修
行
の
法
体
（
妙
理
）
の
五
字
」
と
「
法
体
の
修
行
（
事
行
）

の
七
字
」
を
而
二
不
二
の
不
可
分
離
の
関
係
で
理
解
し
て
い
る
か
ら
に
ほ
か

な
ら
な
い
（
松
戸
２
０
７
頁
以
降
参
照
）
。 

 

し
た
が
っ
て
、
「
実
相
の
妙
理=

一
念
三
千
の
理
法
を
観
ず
る
観
心
の
本

尊
」
と
表
記
す
る
場
合
、
こ
れ
も
奇
妙
な
こ
と
だ
が
、
花
野
氏
は
未
だ
に
天

台
流
の
止
観
の
視
座
か
ら
日
蓮
仏
法
を
解
釈
し
て
い
る
と
い
う
印
象
を
受
け

て
し
ま
う
。
「
観
心
の
本
尊
」
は
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
中
尊
と
す
る
法
華

経
の
大
曼
荼
羅
」
で
あ
る
こ
と
に
違
い
な
い
が
、
そ
こ
で
表
現
さ
れ
る
様
相

は
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
事
行
で
即
身
成
仏
し
て
い
る
姿
で
あ
る
。 

 

こ
こ
で
公
平
を
期
す
た
め
に
補
足
す
る
と
、
花
野
氏
は
上
の
「
実
相
の
妙

理=

一
念
三
千
の
理
法
を
観
ず
る
観
心
の
本
尊
」
と
理
念
的
に
理
解
す
る
一

方
、
「
字
に
顕
さ
れ
た
本
尊
（
神
に
墨
で
書
か
れ
た
本
尊
）
に
向
か
っ
て
、

事
の
唱
題
（
声
を
出
し
て
唱
え
る
題
目
）
を
修
す
る
行
」
が
「
密
教
の
事
相

に
代
わ
る
事
の
一
念
三
千
の
事
相
行
」
（
花
野
１
５
６
頁
）
だ
と
、
事
行
と

し
て
の
理
解
も
示
し
て
い
る
。
こ
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
花
野
氏
の
日
蓮
理

解
は
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
に
揺
れ
て
い
る
。
そ
の
根
本
原
因
は
、
日
蓮
思
想
に

は
教
相
（
文
上
）
を
超
え
た
観
心
（
文
底
）
の
解
釈
が
あ
る
こ
と
を
十
分
認

識
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
台
当
違
目
」
の
本
迹
相
対
の
解
釈
レ
ベ

ル
で
留
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

八
、
事
行
に
は
自
行
化
他
の
実
践
も
含
ま
れ
る
の
で
は
な
い
の
か
？ 

 

こ
の
関
連
で
、
も
う
一
つ
別
の
例
を
挙
げ
る
。 

日
蓮
の
本
尊
論=

本
仏
論
が
「
一
念
三
千
即
自
受
用
身
」
「
法
即
仏
」

「
法
仏
一
体
」
の
大
曼
荼
羅
で
あ
る
な
ら
ば
、
仏
教
の
基
本
で
あ
る
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「
法
先
仏
後
（
能
生
の
法
が
常
住
、
所
生
の
仏
は
始
覚
）
」
と
、
日

蓮
が
主
張
す
る
「
本
門
の
教
主
釈
尊
の
三
身
常
住
（
理
の
法
身
の
み

な
ら
ず
事
の
報
身
・
応
身
も
常
住=

本
覚
）
」
の
矛
盾
を
、
日
蓮
教
学

で
は
ど
の
よ
う
に
会
通
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
（
花
野
１
４
９
頁
） 

 

こ
の
矛
盾
が
生
じ
る
の
は
、
花
野
氏
が
法
先
仏
後
の
法
を
理
法
、
所
生
を

始
覚
と
見
な
す
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
妙
法
は
本
覚=

仏
性
に
関
わ
る
十
界
互

具
の
法
で
、
そ
の
因
果
俱
時
の
妙
法
を
修
行
す
る
の
で
即
身
成
仏
を
顕
す
。

つ
ま
り
、
本
因
即
本
果
の
妙
法
な
の
で
人
法
一
如
と
な
る
。 

 
 

日
蓮
の
「
末
法
の
本
門
観
心
」
の
視
座
か
ら
観
る
と
、
成
道
な
い
し
即

身
成
仏
は
常
に
下
種
の
妙
法
を
事
行
と
し
て
修
行
す
る
唱
題
行
に
よ
る
。
久

遠
仏
は
そ
の
意
味
で
三
世
十
方
諸
仏
の
成
道
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と
見
な
さ
れ

る
。
さ
ら
に
、
上
行
菩
薩
が
久
遠
仏
か
ら
相
承
し
た
も
の
は
こ
の
妙
法
の
唱

題
行
で
あ
り
、
そ
の
教
理
と
実
践
形
態
を
末
法
の
衆
生
に
譲
り
渡
す
と
読
み

直
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
私
た
ち
は
そ
の
後
継
で
あ
り
、
釈
尊
並
び
に
日
蓮
と

共
に
、
同
じ
名
字
即
凡
夫
の
即
身
成
仏
を
顕
す
。
そ
の
故
に
こ
そ
、
「
三
世

諸
仏
所
生
の
種
子
は
一
切
衆
生
・
皆
成
仏
道
の
妙
法
」
な
の
で
あ
る
（
松
戸

１
７
８
頁
参
照
）
。 

 

し
た
が
っ
て
、
「
松
戸
行
雄
氏
の
凡
夫
本
仏
論
に
し
て
も
法
先
仏
後
の
理

法
根
本
を
論
理
的
な
基
盤
と
し
て
い
る
。
（
中
略
）
中
古
天
台
的
な
理
法
を

根
本
と
し
た
観
心
主
義
に
向
か
う
嫌
い
が
あ
る
」
と
の
花
野
氏
の
評
価
は
正

鵠
を
射
て
い
な
い
。
私
た
ち
が
修
行
し
て
い
る
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
九
界
即

仏
界
・
因
果
俱
時
の
妙
法
な
の
で
、
即
身
成
仏
が
現
成
す
る
。
つ
ま
り
、
法

仏
一
体
の
姿
を
顕
す
。
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
曼
荼
羅
本
尊
に
表
現
さ
れ
て
い
る

通
り
だ
。 
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そ
こ
で
、
私
た
ち
の
実
践
に
約
す
と
、
「
観
心
の
本
尊
」
と
は
私
た
ち

の
唱
題
行
に
よ
る
即
身
成
仏
の
姿
を
映
す
名
鏡
の
意
義
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

こ
の
観
点
は
『
観
心
本
尊
抄
』
で
冒
頭
か
ら
「
観
心
と
は
我
が
己
心
を
観
じ

て
十
法
界
を
見
る
。
（
中
略
）
明
鏡
に
向
う
の
時
、
始
め
て
自
具
の
六
根
を

見
る
が
如
し
」
と
、
表
現
さ
れ
て
い
る
通
り
だ
。
そ
の
他
、
『
総
勘
文
抄
』

で
は
「
円
頓
の
凡
夫
が
自
行
と
し
て
鏡
の
面
を
観
る
時
、
即
身
成
仏
す
る
」

と
か
、
『
一
生
成
仏
抄
』
で
は
「
曼
荼
羅
本
尊
と
の
境
智
冥
合
」
に
つ
い
て

語
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
観
心
の
本
尊
」
は
通
常
の
鏡
と
異
な
り
、
常

に
私
た
ち
の
成
仏
の
境
涯
を
映
し
出
し
て
い
る
。
自
分
の
己
心
の
中
に
仏
界

を
観
る
こ
と
、
つ
ま
り
九
界
の
凡
夫
の
身
体
に
仏
界
・
仏
性
を
薫
発
す
る
と

い
う
即
身
成
仏
の
た
め
の
明
鏡
と
し
て
機
能
す
る
の
だ
（
松
戸
２
５
６
頁
参

照
）
。 

 

こ
こ
で
、
事
行
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
実
践
が
観
念
観
法
の
修
行
で
も
、

神
仏
を
崇
拝
し
て
助
け
や
救
い
を
乞
う
よ
う
な
宗
教
で
な
い
こ
と
を
強
調
し

て
お
き
た
い
。
実
は
、
こ
の
観
点
は
花
野
氏
自
身
が
十
分
認
識
し
て
い
る
こ

と
な
の
で
あ
る
。 

日
蓮
仏
教
は
、
現
実
（
事
の
相
対
世
界
）
か
ら
逃
避
し
な
い
。
浄
土

を
他
土
に
求
め
な
い
。
成
仏
を
来
世
に
設
定
し
な
い
。
今
、
こ
こ
に

い
る
自
分
が
、
社
会
の
中
で
ど
の
よ
う
に
生
き
る
か
を
問
う
仏
教
で

あ
る
か
ら
、
非
常
に
実
存
主
義
的
で
あ
る
。
現
実
の
矛
盾
・
不
幸
・

宿
業
と
ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
か
、
俗
世
間
（
政
治
）
と
ど
う
関
わ

り
合
っ
て
い
く
か
。
個
々
人
が
、
空
（
中
道
）
の
悟
り
を
求
め
る
仏

教
や
、
浄
土
へ
の
往
生
を
願
う
仏
教
徒
比
べ
て
、
日
蓮
の
仏
教
に
は
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こ
の
世
に
仏
国
土
を
実
現
す
る
と
い
う
利
他
行
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

（
花
野
６
５
頁
以
下
） 

 

こ
う
し
た
現
実
の
生
活
と
社
会
に
積
極
的
に
関
わ
る
志
向
性
こ
そ
凡
夫
即

身
成
仏
論
の
真
骨
頂
で
あ
り
、
そ
の
実
践
が
境
智
冥
合
の
仏
界
か
ら
九
界
の

世
界
へ
向
か
う
従
果
向
因
型
の
成
仏
観
を
端
的
に
表
現
し
て
い
る
。
そ
れ
が

ま
た
、
現
代
グ
ロ
ー
バ
ル
世
界
で
求
め
ら
れ
る
日
蓮
仏
法
の
在
り
方
だ
と
、

私
は
確
信
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
花
野
氏
も
同
意
し
て
く
れ
る
と
思
う
の
だ

が
、
如
何
で
あ
ろ
う
か
？ 

九
、
本
門
の
戒
壇
も
多
義
性
を
持
つ
の
で
は
な
い
の
か
？ 

 

本
門
の
本
尊
は
久
遠
実
成
の
釈
尊
で
あ
る
が
、
末
法
本
門
の
観
心
の
視
点

か
ら
は
、
釈
尊
の
久
遠
実
成
、
即
ち
本
因
即
本
果
・
下
種
の
妙
法
を
修
行
し

て
即
身
成
仏
し
て
い
る
姿
が
曼
荼
羅
本
尊
に
投
影
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味

す
る
。
こ
れ
は
法
先
仏
後
の
普
遍
的
な
成
仏
の
原
理
の
上
の
人
法
一
如
を
表

し
て
い
る
。
そ
こ
で
さ
ら
に
、
こ
の
二
つ
の
視
座
を
考
慮
す
れ
ば
、
本
門
の

戒
壇
に
つ
い
て
も
対
応
関
係
が
成
立
す
る
こ
と
は
、
論
理
的
整
合
性
を
持
つ

は
ず
だ
。 

 

花
野
氏
は
、
「
本
門
の
戒
壇
が
迹
門
の
叡
山
の
戒
壇
に
対
す
る
も
の
で
、

具
体
的
な
築
壇
で
あ
る
」
（
花
野
４
頁
参
照
）
と
理
解
し
て
い
る
。
正
論
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
表
向
き
の
表
現
で
、
一
面
で
し
か
な
い
。
三
大
秘

法
は
三
点
セ
ッ
ト
で
あ
る
か
ら
、
本
門
の
本
尊
が
観
心
の
本
尊
の
レ
ベ
ル
へ

と
昇
華
す
れ
ば
、
本
門
の
戒
壇
の
意
義
も
観
心
釈
で
意
義
付
け
さ
れ
て
い
る

は
ず
で
あ
る
。 
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こ
の
三
点
セ
ッ
ト
は
す
で
に
『
立
正
安
国
論
』
（
一
二
六
〇
年
著
）
と
同

時
期
に
執
筆
さ
れ
た
『
唱
法
華
題
目
抄
』
に
、
「
題
目
を
書
い
た
本
尊
に
座

立
行
で
題
目
を
唱
え
る
の
だ
」
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
曼
荼
羅
本
尊
に
つ

い
て
は
、
最
初
期
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
左
右
に
不
動
愛
染
の
種
子
を
描
く

至
極
簡
単
な
様
式
か
ら
佐
渡
以
後
の
十
界
曼
荼
羅
ま
で
の
発
展
段
階
が
あ
る
。 

 

こ
の
場
合
、
末
法
で
は
「
万
戒
の
功
徳
を
納
め
た
不
壊
の
金
剛
法
器
戒
で

あ
る
妙
法
を
受
持
す
る
こ
と
で
即
身
成
仏
が
で
き
る
」
と
い
う
『
教
行
証
御

書
』
（
一
二
七
六
年
著
）
の
主
張
に
は
説
得
力
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
蓮
思

想
に
は
唱
題
行
に
戒
の
意
義
が
含
ま
れ
て
い
る
側
面
が
あ
る
。
こ
う
し
て

『
阿
仏
房
御
書
』
（
一
二
七
三
年
著
）
で
は
「
題
目
を
唱
え
る
所
が
宝
塔
の

住
処
で
あ
り
、
そ
こ
に
宝
塔
が
湧
現
す
る
」
と
い
う
「
即
是
・
当
詣
道
場
」

の
観
点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
る
と
、
「
受
戒
の
た

め
の
事
の
戒
壇
」
に
対
し
、
金
剛
法
器
戒
を
具
足
す
る
妙
法
を
実
践
す
る
道

場
は
、
「
持
戒
の
義
の
戒
壇
」
と
呼
ん
で
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
（
松
戸

１
９
４
頁
参
照
）
。 

最
晩
年
の
『
三
大
秘
法
抄
』
（
一
二
八
二
年
四
月
著
）
で
、
築
壇
の
意

味
の
「
事
の
戒
法
」
が
語
ら
れ
る
。 

戒
壇
と
は
、
王
法
仏
法
に
冥
じ
、
仏
法
王
法
に
合
し
て
、
王
臣
一
同

に
本
門
の
三
秘
密
の
法
を
持
ち
て
、
（
中
略
）
霊
山
浄
土
に
似
た
ら

ん
最
勝
の
地
を
尋
ね
て
戒
壇
を
建
立
す
可
き
者
か
。
時
を
待
つ
べ
き

の
み
。
事
の
戒
法
と
申
す
は
是
な
り
。
（
一
八
六
四
） 

た
だ
し
、
こ
の
戒
壇
の
建
立
に
は
、
「
王
臣
一
同
に
本
門
の
三
秘
密
の
法
を

持
つ
」
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
場
合
の
戒
法
は
、
唱
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題
実
践
に
お
け
る
「
即
是
・
当
詣
道
場
」
の
意
義
を
持
っ
て
い
る
は
ず
で
、

事
の
戒
壇
の
建
造
は
言
わ
ば
宗
教
政
治
的
レ
ベ
ル
の
話
と
な
る
。 

 

本
門
の
三
大
秘
法
が
本
迹
相
対
の
上
に
で
は
な
く
、
観
心
釈
で
あ
る
こ
と

は
こ
の
『
三
大
秘
法
抄
』
で
も
明
白
に
語
ら
れ
て
い
る
。
「
実
相
証
得
の
当

初
修
行
し
給
い
し
処
の
寿
量
品
の
本
尊
と
戒
檀
と
題
目
の
五
字
な
り
」
と
は
、

久
遠
実
成
の
釈
尊
が
修
行
し
た
三
大
秘
法
だ
。
し
か
し
、
こ
の
「
実
相
証
得

の
当
初
」
の
事
態
に
つ
い
て
語
る
限
り
、
末
法
に
お
け
る
事
の
戒
壇
の
建
立

の
話
は
全
く
問
題
に
な
ら
な
い
。 

 

三
大
秘
法
は
、
根
本
的
に
本
門
教
相
の
レ
ベ
ル
か
ら
観
心
釈
の
レ
ベ
ル

で
の
展
開
で
あ
り
、
こ
の
視
座
の
転
換
に
は
、
さ
ら
に
上
行
菩
薩
へ
の
結
要

付
嘱
の
要
法
と
い
う
契
機
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
三
大

秘
法
と
の
関
連
で
重
要
な
問
題
は
、
「
教
主
釈
尊
の
一
大
事
の
秘
法
を
霊
鷲

山
に
し
て
相
伝
し
、
日
蓮
が
肉
団
の
胸
中
に
秘
し
て
隠
し
持
て
り
」
、
か
つ

「
こ
の
一
大
秘
法
は
末
法
の
た
め
に
釈
尊
が
留
め
残
し
た
も
の
」
（
『
曾
谷

入
道
殿
許
御
書
』
参
照
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
日
蓮
の
観
心
釈
で
あ
る
。
日

蓮
が
相
承
し
た
と
さ
れ
る
一
大
秘
法
は
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
因
果
俱
時
・
一

念
三
千
・
即
身
成
仏
の
事
行
の
題
目
に
他
な
ら
な
い
。
そ
こ
か
ら
、
戒
定
慧

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
即
し
て
三
大
秘
法
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
意
味
で
、
『
三
大
秘
法
抄
』
に
も
上
行
所
伝
の
三
大
事
に
つ
い
て
語

ら
れ
て
い
る
。 

此
の
三
大
秘
法
は
二
千
余
年
の
当
初
・
地
涌
千
界
の
上
首
と
し
て
日

蓮
慥
か
に
教
主
大
覚
世
尊
よ
り
口
決
相
承
せ
し
な
り
。
今
日
蓮
が
所

行
は
霊
鷲
山
の
稟
承
に
芥
爾
計
り
の
相
違
な
き
。
色
も
替
ら
ぬ
寿
量

品
の
事
の
三
大
事
な
り
（
一
八
六
四
）
。 
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三
大
秘
法
は
「
寿
量
品
の
事
の
三
大
事
な
り
」
と
言
い
な
が
ら
、
教
相
上
に

は
い
か
な
る
典
拠
も
理
論
的
根
拠
も
存
在
し
な
い
。
日
蓮
独
自
の
観
心
釈
だ

か
ら
だ
。 

と
こ
ろ
で
、
日
蓮
は
身
延
で
の
最
晩
年
に
事
の
戒
法
の
築
壇
を
夢
想
し

た
か
も
知
れ
な
い
が
、
花
野
氏
が
指
摘
す
る
通
り
、
日
蓮
教
義
の
す
べ
て
を

教
条
主
義
的
に
継
承
す
る
必
要
は
な
い
。 

日
蓮
の
思
想
は
、
十
三
世
紀
の
日
本
の
社
会
状
況
の
中
で
、
時
代
に

即
し
て
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
鎌
倉
時
代
の
日
蓮
の
戒
壇
建
立

論
を
そ
の
ま
ま
現
代
に
持
ち
込
む
こ
と
の
是
非
に
つ
い
て
は
、
別
に

議
論
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。
（
花
野
１
２
３
頁
）
。 

私
も
同
じ
意
見
だ
が
、
王
法
仏
法
相
資
論
の
上
の
本
門
戒
壇
の
建
立
は
、

現
代
で
は
も
は
や
意
味
が
な
い
こ
と
は
明
白
だ
。 

十
、
日
蓮
仏
法
は
重
層
構
造
で
理
解
す
べ
き
だ 

 

以
上
、
本
迹
相
対
を
重
視
す
る
花
野
氏
の
立
脚
点
に
対
し
反
論
を
試
み
て

き
た
が
、
こ
こ
で
私
自
身
の
結
論
を
テ
ー
ゼ
と
し
て
次
に
記
し
て
お
く
（
松

戸
１
７
０
頁―

１
８
３
頁
参
照
）
。 

「
末
法
の
為
の
本
門
観
心
」
の
視
座
か
ら
日
蓮
の
成
仏
論
、
し
た
が
っ

て
本
尊
と
本
仏
の
問
題
を
重
層
的
に
考
察
で
き
る
。
ま
ず
、
南
無
妙
法
蓮
華

経
と
は
「
末
法
の
法
華
経
」
の
意
味
を
持
ち
、
「
十
界
互
具
・
一
念
三
千
・

即
身
成
仏
の
三
大
原
理
」
を
意
味
す
る
妙
法
即
唱
題
行
で
あ
る
（A

）
。
そ

の
普
遍
的
な
即
身
成
仏
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
が
虚
空
会
で
説
か
れ
る
釈
尊
の
久

遠
実
成
で
あ
る
（B

）
。
そ
の
普
遍
的
な
一
切
衆
生
皆
成
仏
道
の
事
行
と
し

て
の
唱
題
行
は
、
上
行
所
伝
の
妙
法
で
あ
る
。
こ
れ
を
観
心
の
対
境
で
あ
る
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十
界
漫
荼
羅
と
し
て
完
成
さ
せ
た
（C

）
。
私
た
ち
末
法
の
凡
夫
が
こ
の
御

本
尊
の
前
で
唱
題
行
を
実
践
す
る
時
、
成
仏
三
点
セ
ッ
ト
が
現
実
と
し
て
顕

れ
る
（D
）
。 

 

こ
こ
に
、
凡
夫
即
身
成
仏
の
た
め
の
三
大
原
理
は
、A

=
B

=
C

=
D

の
四

重
解
釈
レ
ベ
ル
で
一
貫
す
る
思
想
体
系
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
御
本
尊
の
相
貌

お
よ
び
首
題
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
こ
の
四
重
解
釈
レ
ベ
ル
に
対
応
す
る
形

で
、
次
の
よ
う
に
四
層
構
造
の
意
味
を
持
つ
（
図
参
照
）
。

 

 

こ
の
「
下
種
仏
法
の
四
重
解
釈
レ
ベ
ル
と
御
本
尊
の
四
層
構
造
」
は
相
対

に
よ
る
浅
深
勝
劣
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
視
座
を
意
味
し
て
い
る
。
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こ
れ
は
日
蓮
思
想
を
重
層
的
に
理
解
す
る
た
め
の
枠
組
み
で
あ
り
、
テ
ー
ゼ

と
し
て
提
示
す
る
。 

 

そ
の
実
践
的
帰
結
は
、
御
本
尊
を
観
心
の
対
境
と
す
る
唱
題
行
に
お
い
て
、

久
遠
本
仏
釈
尊
（B

）
と
上
行
再
誕
・
日
蓮
（C

）
と
私
た
ち
末
法
の
凡
夫

（D

）
が
、
凡
夫
即
仏
の
法
華
経
の
行
者
・
地
涌
の
菩
薩
と
し
て
一
直
線
に

繋
が
る
。
人
法
一
如
と
し
て
現
成
す
る
。
そ
こ
に
「
信
心
の
血
脈
」
が
流
れ

る
。
そ
れ
は
同
時
に
十
界
漫
荼
羅
の
世
界
で
も
あ
る
。
（
松
戸
２
７
１
頁
参

照
）
。 

む
す
び 

 

花
野
氏
は
「
日
蓮
教
学
の
根
本
問
題
は
本
仏
論
と
本
尊
論
で
あ
る
」
と
し

て
論
を
起
こ
し
て
、
そ
の
他
の
重
要
な
観
点
に
も
幅
広
く
か
つ
深
い
造
詣
を

示
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
氏
の
私
の
凡
夫
本
仏
論
な
い
し
凡
夫
即
身
成
仏

論
に
対
す
る
誤
解
を
訂
正
す
る
た
め
の
問
題
に
焦
点
を
絞
っ
て
い
る
。
私
の

主
張
は
、
日
蓮
仏
法
は
様
々
な
教
判
レ
ベ
ル
を
含
蓄
し
な
が
ら
、
重
層
的
に

展
開
さ
れ
て
い
る
。
特
に
「
在
世
の
本
門
」
と
「
末
法
の
本
門
観
心
」
の
区

別
が
決
定
的
に
重
要
で
、
日
蓮
の
事
行
の
実
践
論
は
後
者
の
上
に
構
築
さ
れ

て
い
る
。
花
野
氏
も
基
本
的
に
は
日
蓮
仏
法
の
多
様
で
重
層
的
な
要
素
を
十

分
承
知
の
上
で
、
「
台
当
違
目
」
の
重
要
性
を
強
調
す
る
形
で
本
迹
相
対
に

留
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
揺
れ
が
あ
る
。
こ
の
点
を
ぜ

ひ
再
考
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
念
願
す
る
次
第
で
あ
る
。 

 

な
お
、
私
の
日
蓮
仏
法
解
釈
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
書
『
凡
夫
即
身
成

仏
論 

日
蓮
仏
法
２
・
０
』
（
ア
マ
ゾ
ン
で
の
み
購
入
可
）
を
参
照
願
い
た

い
。 
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追
記 

本
稿
は
２
０
２
１
年
１
０
月
初
頭
に
、
花
野
充
道
氏
が
法
華
仏
教
研
究

会
主
宰
で
編
集
長
を
し
て
お
ら
れ
る
『
法
華
仏
教
研
究
』
に
投
稿
し
た
が
、

編
集
委
員
か
ら
不
採
用
の
通
知
を
い
た
だ
い
た
。
私
は
納
得
が
い
か
な
か
っ

た
の
で
、
そ
の
理
由
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
回
答
を
頂
い
た
。 

編
集
会
議
で
出
た
意
見
は
、 

 

日
蓮
は
本
門
の
教
主
釈
尊
本
仏
論
で
あ
り
、
久
遠
の
釈
尊
を
信
仰

し
崇
拝
さ
れ
て
い
る
こ
と
、 

 

自
身
は
遠
慮
し
な
が
ら
、
そ
の
釈
尊
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
上
行
菩
薩

の
再
誕
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
、 

 

成
仏
論
は
妙
法
の
受
持
に
よ
る
名
字
即
の
成
仏
論
で
あ
る
こ
と
、 

 

凡
夫
本
仏
論
は
中
古
天
台
の
教
義
で
あ
る
こ
と
、 

こ
れ
ら
が
き
ち
ん
と
分
別
さ
れ
て
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
不
採
用

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

呆
れ
て
し
ま
っ
た
し
、
が
っ
か
り
し
た
。
こ
の
法
華
仏
教
研
究
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
冒
頭
で
謳
わ
れ
て
る
次
の
趣
旨
に
反
す
る
か
ら
だ
。 

日
蓮
研
究
の
深
化
と
日
蓮
教
団
の
発
展
を
願
っ
て
、
自
分
の
研
究
や

随
想
、
提
言
な
ど
を
自
由
に
発
表
で
き
る
同
人
誌
を
発
刊
し
て
い
ま

す
。 

つ
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
立
場
も
異
な
り
、
別
の
日
蓮
理
解
を
す
る
人
に
も

自
由
に
意
見
を
発
表
す
る
こ
と
で
、
互
い
に
研
鑽
を
深
め
る
会
で
あ
り
、
機

関
誌
で
あ
る
と
信
じ
て
い
た
の
だ
が
、
裏
切
ら
れ
た
想
い
だ
。
出
資
元
が
法

華
宗
陣
門
流
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
出
先
機
関
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
か
。
で
あ
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れ
ば
、
先
の
表
看
板
を
取
り
下
げ
て
、
既
成
宗
派
の
研
究
機
関
だ
と
公
に
し
た

方
が
誠
意
あ
る
対
応
で
あ
ろ
う
。
私
は
個
人
的
に
、
「
本
音
と
建
て
前
」
と

い
う
日
本
的
裏
表
の
二
面
性
が
嫌
い
だ
。
ど
こ
の
教
団
も
表
看
板
に
は
平

和
・
対
話
・
人
権
尊
重
な
ど
の
美
辞
麗
句
を
並
べ
る
の
だ
が
、
内
実
は
健
全

な
批
判
精
神
を
尊
重
す
る
こ
と
な
く
、
敵
対
・
差
別
・
排
除
等
の
権
威
主
義

的
横
暴
が
許
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
矛
盾
を
問
題
視
し
な
い
精
神
・
組
織
構

造
の
中
で
は
、
精
神
的
に
自
立
す
る
日
蓮
仏
法
者
が
自
由
に
活
躍
で
き
る
空

間
が
無
く
な
る
。
故
に
進
展
も
期
待
で
き
な
い
。 

そ
の
意
味
で
は
、
先
回
も
か
な
り
長
い
論
考
を
投
稿
し
た
が
、
や
は
り

不
採
用
と
な
っ
た
。
今
に
し
て
思
え
ば
、
私
の
提
唱
す
る
凡
夫
本
仏
論
な
い

し
凡
夫
即
身
成
仏
論
は
本
門
の
教
主
釈
尊
本
仏
論
を
否
定
す
る
の
で
、
受
け

入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
訳
だ
。
そ
れ
で
自
費
出
版
し
た
の
が
『
凡
夫
即
身
成
仏

論 

日
蓮
仏
法
２
・
０
』
で
あ
る
。
今
回
は
短
文
な
の
で
私
的
な
形
で
本
稿

を
公
表
す
る
こ
と
に
し
た
。 

  


